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　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、中学校子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 
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Ｑ　子どもが話をしてくれないときに心掛けることは何ですか。

Ｑ　子どもの「かかわってほしいサインを見逃さない」ために気を付けることは、　　
　どんなことですか。

　子どもが「かかわってほしい」と思い、サインを送るのは，保護者への信頼の裏返しでもあ
ります。まず、家庭内での信頼関係を積み上げていくことです。
①　「見守る」という意識で、子どものことを気に掛けているという保護者からのサインを出
し続ける。

② 　むやみに干渉せず、いざというときに手を差し伸べるようにする。

　中学生にもなるとあまり学校での出来事や自分の悩み
を話さなくなります。しかし、そのときに無理に聞き出
そうとしても、かえって逆効果となることもあります。
　まず、大人が時間と心にゆとりをもつようにした上で、
話をしたいという保護者の気持ちを伝えることが大切で
す。そのためには、普段から「何でも話せる雰囲気」を

作らなければいけません。
　「何でも話せる雰囲気」を作るには、家庭が子どもにとって憩いの場所であ
ることが大切です。
　次のようなことに心掛けましょう。
①　子どもが話しているときは、話が終わるまで気長に
耳を傾ける。
②　聞かれたことには、一つ一つ誠実に答える。
③　保護者自身の思いを語る。ただし、保護者の考えを
押しつけないようにする。
④　中学時代の保護者の経験を話す。

　１２月１５日、幼保小中一貫教育プロジェクトの一環で、
東部小学校の一年生とほくぶ幼稚園、宮津保育園、東
部保育園の年長児が交流会を行いました。
　７～８人の園児が１３グループに分かれて、１グルー
プに３人の一年生が交じり、一緒に運動場の遊具を
回って遊んだり、体育館でかるた取りをしたりして交
流を深めました。
　昨年までは幼稚園・保育園児だった、一年生の児童
も大きく成長し、かわいらしい園児たちをリードして、
すっかりおにいさんやおねえさんになっていました。
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□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）


